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1.　はじめに
　近年、日本、中国、韓国─東アジア三国の人々は、外交問題で激しく互いを意識するようになった。歴史認
識や、そこから生じた領土問題で燃える人々の姿を見て、東アジアという、経済活動のみでなく、自然環境を
も共有する人たち同士の、民間レベルでの相互理解がもっと必要だと、改めて気がついた年でもある。
そこで、互いが望ましいと思うこととは何か、またその価値観念は、互いの文化の中にどのように現れてい
るかについて、見逃している部分はないかと疑う必要が出て来る。そのような視点から眺めると、現在見られ
るような価値観の食い違いの一つに、義理というのが見えて来る。本稿では、日本と韓国の社会を対象にとり
あげ、いずれの社会にも存在する倫理意識である義理について考えてみたい。
「義理でやる」という日本語がある。この言葉を聞くと、結婚式や葬式といった何らかの行事や、町内会な
どの生活共同体との関係、また年賀状や暑中見舞いといった、挨拶のことがすぐに思い浮かぶかも知れない。
「義理と人情を秤にかけりゃ」でイメージされる仁侠映画のことを思い出すかも知れないし、近松門左衛門の
作品世界を連想するかも知れない。言葉の意味、概念的な定義より、義理というのはどこか、漠然とした「場
面ごとのイメージ」として認識されてはいないだろうか。
この義理のことを、『菊と刀』の中でルースベネディクトは、「人類学者が世界の文化のうちに見いだす、あ
らゆる風変わりな道徳的義務の範疇の中でも、最も珍しいものの一つ」だと言った。これに対抗して源了圓
は、前近代の文学作品から「日本的ヒューマニズム」としての義理を捉え、「あたたか」い義理と「冷た」い
義理があると主張した。さらにそれに対し、心理学的観点から土居健郎が、「人情と義理は単に対立概念では
なく、二つの間に有機的な関係が存する」と、『「甘え」の構造』の中で指摘を加えている。他にも多くの人が
義理について注釈を加えているが、いわゆる「日本文化論」や「日本人論」を対象に考えると、以上の三つが
最も有名な「義理論」といっても間違いはないと思う。3人の中でもベネディクトと土居の本は、「日本人論」
の系譜で大変よく知られていて、多くの国でステディーセラーとなっている。日本人と日本文化を理解するた
めに欠かせない著作とされ、今日でも売れ続けているのである。
これら三つの義理論が象徴するような、「日本人」と義理のことが盛んに議論されていた時期は、戦後の高
度経済成長から近い時代─ 1960年代から 1980年代であった。急激な経済成長と「二面的国民性」といった二
つのキーワードは、「日本人」を世界で稀な、いわば「不思議」な人々として意識させていた。「日本人」とそ
の文化のことを「例外」として扱う傾向もあった。その中で、いわゆる「会社との義理」「上司との義理」「同
僚との義理」などが、集団への強烈な帰属意識をあらわす要素として捉えられていた。そして「自己犠牲」の
イメージとともに、「義理は日本にしかないもの」という文化ステレオタイプが生まれた。
が、義理という倫理観念そのものは、前近代の時代から今日に至るまで、中国や韓国にも存在してきた。中
国ではすでに漢の時代から確認されているし、それが歴史の流れにのって広がり、日本も韓国も共有するよう
になったと考えられる。義理は、そのように東アジアの国々に共通して発見できるものであって、日本にしか
ないものではない。それなのに何故か、「義理は日本にしかないもの」と認識する人たちが現れ、今でも現れ
続けているのである。
注意すべきは、かといって東アジアで発見される義理の姿が、すべて同じものであるとは言えないというこ
とである。本来は大昔の中国社会に存在していた倫理観念が、広がって共有され始めた。そしてそれぞれの国
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で「国産化」した。「日本化」した義理があるように、「韓国化」や「台湾化」した義理もある。朝鮮族や、少
数民族の社会にも義理の文化は見つかるだろう。
以上のような視点から、義理を東アジアに共通する倫理観念として見つめ、国際比較することは、相互理解
を深めるために欠かせないテーマである。本稿ではまず、東アジアの国々の中から、日本と韓国の現代社会を
研究対象として取り上げ、それぞれの社会で発見される義理の特徴を捉える。そうすることによって、地理的
なボーダーに縛られた空間感覚とは異なる、文化と倫理観念の今日的意味を再考するきっかけにしたい。
2.　これまでの見解
前述のように、戦後日本で最も知られた義理論の一つは、アメリカの文化人類学者であるルース・ベネディ
クトの『菊と刀』に記された一説である。その中でベネディクトは義理のことを、「人類学者が世界の文化の
うちに見出す、あらゆる風変わりな道徳的義務の範疇の中でも、最も珍しいものの一つ」と表現していて、こ
れが特に「日本的なもの」であると言う。そして、「忠」と「孝」を中国と共有していながらも、中国のもの
とそれはまったく同じものではないという説明も加えている。
彼女によれば、義理には「親切に対する返礼から復習の義務」まで「種々雑多な義務」が含まれていて、西
欧人にはもちろん、日本人自身にも定義しづらい言葉だそうである。とくに「不本意」という言葉をあげて、
義理を返すことの「不愉快さ」を強調している。祖国、生活様式、愛国心の象徴に対する義務は日本人が生れ
落ちると同時に生じる親密なものなのに、義理はまるで借りを負った人の負い目の気持ちに似たものである、
と捉えているのである。
このようなベネディクトの説には、今聞いてもある程度説得力を持つ部分が確かにある。しかし、アジアの
倫理思想とは基盤を異にする社会の人だったためか、図式的な理解にとどまっていて、東アジアという巨大な
空間が視点から抜けている点、今でも理解できる義理論とは言えない。後述のように、義理が良きものとされ
る社会で生まれ育った人にとって、それは必ずしも「不愉快な負い目」に過ぎないものとは言えない。むしろ
その逆だからこそ、一概念として定義しづらいのである。
次に、源了圓の見解を見たい。
源は、義理の原初的形態を三つにわけている。第一は、「相手の好意に対する返し」としての義理である。
農村にはかなり古い時代から習俗として義理が存在しただろうということで、それが後の近世封建社会の成立
とともに観念化していったと見ている。
第二は、「信頼にたいする呼応としての義理」である。好意に対する返しを種にして生まれたものだという。
好意の交換から信頼が生まれると、それを守ろうとする気持ちがあらわれるという意味で、「契約に対する忠
実としての義理」もこれに当てはまるとしている。
そして第三は、上記の二つの義理が共同体のルールとして効力を持つ際に、つまり、その中での好意と信頼
を配慮しなかった場合の辱めや、その共同体から排除されたくなくて守るようになる義理のことである。ここ
にはベネディクトの唱える「不本意」が確かに発見されるかも知れない。源はそこから意地としての義理もは
み出たという。
しかし、東アジア社会における「共同体」とは、必ずしも個人を圧迫するのみの存在ではない。むしろ適度
の拘束で個人に帰属意識を与える存在でもあった。その時に個人が共同体について抱く感情は、とても複雑で
合理的に説明し切れるものとは遠く、いうなれば、嫌いでも好きで、好きでも嫌い、というようなものでもあ
った。このような「矛盾」したものを、ただ「あたたかい」と「つめたい」に二分することには、大変注意が
要される。負い目にも近い感情ではあるが、単なる借りの返済と同じものとして片付けることはできないと思
えるからである。
話を戻すと、以上のように分類したうえで源は、好意と信頼に対する返しとしての義理が成立した当初か
ら、いわゆる名誉を守ろうとする価値観念が同時に存在していたとは考えていない。それは近世社会に入って
から、政治価値優先の観念とともに生じたのだと言う。そのあと町人社会が台頭し、経済価値向上と商業組織
の発達につれて義理観念も変化していったと指摘し、そのような背景から町人社会に上下間の支配原理や年功
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序列の秩序観が成立したと説く。
このような源の説明が持つ斬新さは、支配階層の指導によって広がった、あるいはそれを被支配階層が単に
真似した観念として捉えられがちな義理のことを、古代の人々の生活共同体から発生していると見るところに
ある。ただし、彼が用いた具体例がすべて文学作品の域を出なかった点を含め、やはり東アジアという視点が
欠けている点、乗り越えるべき問題が残っている。
もう一つだけ先学の見解を取り上げたい。土居健郎の『「甘え」の構造』に出てくる説明である。
土居は、自分の唱える「甘え」という言葉、すなわち親子関係、友人関係、夫婦関係のような二者関係を対
象に、相手が自分に好意を持っていることが、知的認識なしでもわかっている場合に、それらの関係にふさわ
しく振舞うことが義理と関わっていると説明する。「甘え」が成り立つ関係を、「もともと自然発生的に人情が
存する間柄」ともしていて、義理はそのような関係を「人為的」に結んだ場合に生まれる何ものかであると言
う。また、「義理はいわば器で、その中身は人情である」とも書いた上で、親子関係でも「関係」そのものの
方が重んじられる場合には、義理として意識されると見なす。
つまり、人と人との最も親密な関係─親子関係でさえも義理の関係として認識し得るという解釈で、そのよ
うな観点から考えると、いわゆる「義理人情の板挟み」というのは、「義理義理の板挟み」に置き換えること
もできると思う。そして土居は、「人情を強調することは、甘えによって結ばれた人間関係の維持を賞揚する
こと」であるとも言っていて、関係の観念よりはその維持の方が大事であると主張する。
この著書の中で土居は、自分の論証に具体例がないことをまず認めてから論じ始めていて、自分の専門では
ない国語学者や社会学者、哲学者のような専門家の扱うべき事柄にまで言及していることも、あらかじめ断っ
ている。そして、そういう努力で明らかにしたかった主題について、当時の現実─「日本および日本人の問
題」について、自分なりのヴィジョンを提供したかったのだと言う。
そして、1971年に『「甘え」の構造』を出してからも、何度もそれを補強するものを書き重ねた。今回私が
参照したのは 2007年に出たその増補普及版であるが、その中で彼は『続「甘え」の構造』を出版して「甘え」
に対する総括的考察を試みた 2001年頃から、自分の「甘え」論についての表立った異論が出なくなったと振
り返る。
本稿が分析した先行研究の傾向でも類似した現象が認められる。というのは、人間関係に関わるテーマが、
2000年代に入ってから社会的注目を浴びなくなったことをもあらわす。しかし言うまでもなく、人間関係の
問題そのものは、今日もあいかわらず社会問題として人々を悩ませている。
これは、今後の社会で考え直されるべきテーマの一つである。3・11大震災をきっかけに、「絆」や「つな
がり」という言葉を盛んに聞くようになり、人間関係の価値が再考されてはいるが、そもそもその問題への関
心が何故人々の関心から遠ざかって行ったのか、そしてその代わりに人々にとって大事にされるようになった
ものとは何か。もう一度これらの疑問と向き合わなければならない時代に来ていると思う。
3.　日韓社会の義理意識
　まず次のような文章を読む。
　このごろ人々は義理といえば、決まって裏社会なんかで使用する単語に過ぎないと思い込む傾向があ
る。しかし、義理とは人として守るべき正しい道理、あるいは人との関係において守るべき正しい道理の
ことを言う。文字通り人が生きていく上で当然守るべき正しい道なのである。したがって、親しい友人ほ
ど義理が深くなければならず、志を同じくする人にこそもっとしっかり義理を守らなければならない。
　大義名分を重視した昔の大人たちは、義理を命より大切に思っていた。それでも日増しに義理を守るこ
とを馬鹿に思って、個人の利益のためには義理を弊履のように捨てる世相になっていくようで切ない気が
する。義理に背くことが一時の利益につながるか分からないが、結局は得にならない。
義理を大切にする社会は、健康で公正な社会である。
　見利思義という言葉のように、自分の利益につながることを見つけたら、まず義理の筋にかなったもの
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かを考えろという聖賢の教えが、改めて浮上する時代である 1。
この文章には、韓国で生まれ育った経済人である彼の、義理に対する考えがよくあらわれている。書き手
は、義理という言葉がいつしか裏社会でしか使わないものとして知られるようになったことに疑問を示す。本
来それは、人として守るべき正しい道理や、人との関係において守るべき正しい道理をあらわすのだと言う。
辞書的定義を見ると、韓国の標準国語大辞典にも同じ定義が載っている。
書き手は、義理のことを利益と対峙するものとして捉えていて、義理を大切にする社会は、健康で公正な社
会であると述べている。親しい間柄でこそ義理が深まるべきもので、志を一緒にする人だからこそ義理を守る
べきだという考えが示されている。そして、利益のためには義理を「弊履のように棄てる世相」になったとこ
ろに問題意識をもっている。
1990年代後半に起きた経済危機以降、韓国社会にはこのような、義理と利益で象徴される価値観念の混乱
が続く。そこで文学作品をはじめ、様々な大衆文化の産物、とりわけ映画やドラマには、それ関連のメッセー
ジを込めて大衆の共感を得ようとした作品が、たくさんつくられてきた。
たとえば、次の作品もその一つの例である。
ビョンゴル  ： その妹の両親、どう過ごされてる？全く知らないの？人がそれじゃ駄目だろう…　その方
たちには、兄さんがその妹を思い出させる拷問だろうから、縁切ってしまったのはよくや
ったことだけど、それでも安否は知ってるべきだよ。それが人間の道理だよ。私は義理の
ない人間は人間扱いをしない。それは四つ足の動物にも及ばないやつらだよ。自分が大変
な時に手を取り合ってくれた人、一緒に大変なひとときを越えた人、生活が裕福になると、
そんなことすっかり忘れてしまって…
ビョンジュン：（殴ろうとする）
ビョンゴル  ：（避けて）いや、私は、原論的な話をしている。人間としての基本について 2。
これは、2010年に韓国の地上波チャンネルである SBS放送で放映された『人生は美しい』というドラマの
一場面、主人公兄弟の会話である、潔癖症で 40代半ばまで未婚でいる兄のビョンジュンに、弟のビョンゴル
が生意気な説教をする場面である。兄が昔交際していた女性の親のことについて弟は、縁を切ってしまった後
でもその人たちの安否は知っておくべきだと言う。そうすることがいわゆる義理であって、義理のない人間、
つまり義理に背く人間は人間扱いをしないと、獣にも及ばないと罵る。
この台本を書いた書き手は、上記の台詞を通じて、「自分が大変な時に手を取り合ってくれた人」や、「一緒
に大変なひとときを越えた人」について、たとえ互いの関係を示す縁が切れたとしても、その人の安否は知っ
ておくべきだと言いたかったのである。ここに関係の維持の大切さとつながる韓国文化の側面を発見すること
ができる。生活が裕福になると人との関係を忘れてしまうことへの問題意識があらわれていて、そういった
「忘却」を「人間としての基本」に反すると批判するのである。
続けて次のような映画の例にも触れてみる。
サンゴン： 本来ヤクザの役割とは何だ？それはまさに…自分はたとえ日陰に住みながらも、日向をさらに
明るくしてくれるのがヤクザの役目ではないか。違うか？
ドンス　：…
サンゴン： お前…　義理が何のことか知ってるか？ （高額の小切手を取り出して見せて）これがまさに義
理なんだ。（小切手の上にナイフを置いてドンスに戻す）必要だろ。使え。
これは、2001年に公開された映画『チング』のひとこまである。「チング」という韓国語は、長い間そばに
いて付き合った友、という意味である。映画『チング』は、それまで公開された歴代の韓国映画の中で、最も
たくさんの観客が劇場に足を運んだ作品である。監督の経験談をもとにした内容で、1990年代に釜山で実際
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に起きた暴力団の抗争をとりあげている。その事件で殺された男性や、彼の幼少時代からの友人たちとの友情
が変質して行く過程を描き、時代の変化とともに変わってきた現代韓国社会における友の存在意味について考
えさせられる作品である。
上記の場面は、暴力団の組長の息子として生まれ、高校卒業後には父と同じく暴力団組員になった主人公の
ドンスと、その暴力団の幹部であるサンゴンの会話で、サンゴンがドンスの幼なじみが所属している暴力団を
襲撃するように指示する場面である。ドンスは旧友を襲いたくない。そんなドンスの心を見抜いたサンゴン
が、そこで義理のことを言い出し、小切手とナイフを見せることで決意させようとするのである。その後に展
開されるこの映画のラストシーンはとても過酷で、結局ドンスは組織を裏切らず、幼なじみを殺してしまう。
暴力団と義理の関係がこのように描かれ、多くの韓国人に問題意識を与えた。それ以降進む新自由主義とグロ
ーバル経済の波の中で、韓国社会の義理に対する目線は変わって行った。
作品の中で、暴力団の息子である主人公のドンスを含め、登場する幼なじみは 4人である。一人は昔ながら
の貧しい葬儀屋の息子、一人は裕福な家で生まれた成績優秀な息子、もう一人は密輸業者の息子で、釜山の海
で一緒に泳ぎながら育った。高校までは楽しく過ごしていた 4人だったが、やがてそれぞれの進路が決まり、
葛藤が生じる。ラストシーンで友人のドンスに殺されるのは葬儀屋の息子である。
葬儀屋の息子は、貧しさも父の仕事も軽蔑する。暴力団の息子や裕福な家の息子のように「道」がはっきり
としないし、どうにかして自分も「はっきりした何か」になりたかった。それでドンスの組織と抗争している
組織の方に入って行き、その中で出世するために手段を選ばなくなった。そして終いには白昼の街でドンスに
刺し殺されてしまう。ドンスは刑務所で長年服役することになった。映画の最後には、彼らの状況を見守って
きた裕福な家の息子がこう語る。「僕の父はいつも、義理知らずの男は屍のようなものだと言った。しかし今
になっては、一体何が義理で、何が義理ではないか、わからなくなってしまった」と。彼らの生き方の中で義
理とは何であったか、考えずにはいられない。
最後に、小学生向けの本からの文章を一つ挙げる。
＜義理に死んで義理に生きる＞ 
義理といえば暴力団の人々を連想しますか。 
それは映画やテレビの影響でできた誤りです。 
義理は人として守るべき正しい道理です。 
病気の友だちのために掃除当番を変えてあげること、 
友だちの重い荷物を一緒に運んであげること、 
おいしいお菓子も友だちと一緒に食べること、 
友だちに喜ばしいことばあれば一緒に喜んであげて、 
友だちの悲しみは分かち合うこと、 
友だちの秘密を最後まで守ってあげること… 
このようなことがすべて義理の行動ですね。 
また、これらのことを行動に移す人を義理ある友だちというのです。 
自分がもし不利になるとしても、人として、友だちとして道理を尽くせば、
それがまさに義理を守ることなのです。
義理を守る人が私の友だちなら本当に心強くて胸がいっぱいでしょう 3。
子どもたちに友情のことを説明する文章で、上記では義理のことを教えている。そこで義理のことを、前掲
の引用と同じく「人として守るべき正しい道理」としていて、それにふさわしい行動を列挙している。病気に
なった友だちと掃除当番をかわったり、重い荷物を一緒に運んだり、食べ物を一緒に食べ、喜びや悲しみを分
け合って、秘密を守ってあげることを、「義理の行動」と言う。
暴力団と義理が結び付けられているのは、この文章が映画『チング』の大ヒット以後に書かれていることと
つながる。それを偏見として扱い、こどもたちに「正しい義理」を教えようとするところに、倫理道徳を重視
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する韓国社会の一面をうかがうことができる。このような傾向は、過去の任侠映画などで形成されたヤクザの
義理や、2000年代以降から起きた社会の変化から読めてくるような、日本社会で見られる現象とも重なる。
ただ、日本ではそこで友情と義理を関連付けて教える動きは、あるにはあるが、薄い。韓国では今でも義理を
友人同士が守るべき正しき道筋だと考える傾向が強い。義理そのものより、それを囲む社会の意識が両社会に
おいて異なるところがある。
では、次の三つの新聞記事から日本の例に触れてみる。
①　43歳・山崎、現役続行！１日に正式表明…中日 4
　中日・山崎武司内野手（43）が来季も現役を続行することが 31日、分かった。ここまで自身の去就を
明らかにしていなかったが、関係者の話を総合すると、この日、名古屋市内で球団幹部と話し合い、意志
を固めたもよう。きょう１日に正式に表明する。（中略）
だが、この日の会談で球団から今後のチーム構想や将来的なビジョンを示され、現役続行を決断したとみ
られる。１日は首脳陣や全選手がナゴヤＤに集合し、全体ミーティングが行われる。以前から「みんなの
前で、はっきり言うのが義理」と話しており、悩み抜いた末に選んだ来季プロ 27年目への決意を、自ら
の口で語ることになる。
②　多忙の金子哲雄氏　依頼には「次のインプットになる」と快諾 5
　10月 3日に急逝した流通ジャーナリストの金子哲雄さん。分かりやすい解説で雑誌やテレビで大人気
だったが、いつも全力投球の人だった。本誌・女性セブン記者が「忙しいのにこんなことまでお願いして
も大丈夫ですか」と聞くと「ぼくはこういう取材がまた次の企画のためのインプットになるからありがた
いんです」とニコニコ答えてくれていた。
　金子さんと本誌の出合いは 2007年 3月。ある女性タレントの取材の際に、マネジャーから「御紹介し
たい人物がいるのですが」と言われたのがきっかけだった。（中略）
　義理堅い金子さんは、「ぼくがこんなに仕事をもらえるようになったきっかけは『女性セブン』さんで
すから」と言って、忙しいスケジュールをやりくりして本誌の誌面にたびたび登場してくれたのだった。
③　MARKET VIEW──今週の気になる数字── 65％　義理チョコを用意する予定の女性 6
 　今年のバレンタインデーは日曜日。週末では、職場での義理チョコ獲得数に期待が持てないと思いき
や、その心配はなさそうだ。プランタン銀座が同社のメルマガ会員を対象に行った意識調査によると、今
年のバレンタインデーに義理チョコを用意すると回答した女性は前年より２ポイント高い 65％。
記事①は、中日プロ野球チームの山崎武司選手の現役続行をとりあげた記事である。現役選手生活を続ける
という意思表明において、「みんなの前ではっきり言うのが義理」だと意識している。みんなとは、応援して
くれるファンのことで、ファンのおかげで自分がいるので、重要な発表はファンのみんなの前ではっきり言う
べきだと考えている。そう意識していることに義理という言葉を用いている。
記事②は、ジャーナリストの故金子哲雄についての記事である。彼の義理堅さをあらわす言葉として、「こ
んなに仕事をもらえるようになったきっかけは『女性セブン』さんですから」というコメントを載せている。
女性セブンという雑誌のおかげで仕事をもらっているという意識である。本人は義理という言葉を使っていな
いが、記事を書いた人はそのような発言から「義理堅さ」を感じたのである。
そして記事③は、義理チョコについての記事である。最近では義理チョコという言葉の代わりに「友チョ
コ」という言葉が使われる場面もみかけるが、２年前のこの記事では義理チョコという言葉が使われている。
前年の 2009年より 2ポイントあがって、65％の女性が義理チョコを用意すると答えたところにも、義理の意
識を発見することができる。
上記の引用からは、ファンのおかげ、雑誌のおかげといった、自分の生が成り立つ根拠を意識する際に義理
の価値観があらわれていることがわかる。義理チョコもそういった意味では変わらず、普段お世話になってい
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る人に感謝の気持ちを表現するために交わすものである。つまり、何かの「おかげ」ということが、義理のこ
とを考える時に大事なことになってくる。自分ひとりの力ではできなかったことができているという認識か
ら、それを有難いことだと思う心が読み取れる。韓国では、関係そのものが義理を定義するような感覚が見ら
れたのに対し、日本では自分を囲んだ廻りのことが考慮されている点、対照的な面がある。相手との関係にお
いて大切にされることは共通しながら、このような相違がみられるのは、日本と韓国の社会が眺める「これか
らの時代」を考えるために大事なことだと思う。
5.　まとめ
1939年に岸田国士が書いた文章に、次のような興味深い考えを述べているものがある。
　国民精神総動員の生活刷新に関する委員会の誕生が新聞に伝へられ、いろいろ問題になつてゐるが、中
元歳暮の贈答廃止といふ項目は、それがいはゆる時局の認識から出発するものであるにせよ、これを実際
に徹底させるのには容易ならぬ決心がいると思ふ。
　それについて、私自身、少しも異論はない。が、某名流婦人の感想にもあつた通り、盆暮の「進物」が
収入の重要部分を占めてゐるやうな職業もあるとのことであるし、一般の場合でも、日本人はこれを義理
と呼んでゐるところをみると、この義理の始末をどうつけるかといふことが頭痛の種になるであらう。
元来、形の上から精神の動向を決めて行くといふ方法については、よほど深く考へなければ、この目的は
達せられないおそれがある。一つの風習なるものがいつたい何処から発生し、どんな必要からそれが国民
の生活のなかに根をおろしたかを、とくとまづ吟味すべきである。
　例へば盆暮の贈答は無駄でもあり、形式的だからこれを廃止した方がいゝと云ふ。民衆の大部分はその
通りだと賛成するだらうけれども、お互にやめようといふ話にはついこれまでならなかつたのである。な
ぜかといふと、日本人は第一に「進物」をもつて「情誼」の表示とする以外に、適当な「心持の伝へ方」
を教へられてゐないからである。
　お義理の訪問をする。紋切型の口上と、月並なお世辞でその場をごまかして引きさがる。だから当人も
なんとなく物足らぬ。そこで、ちよつと手土産をといふことになる。「つまらんもの」で「志」を汲んで
もらひ、お辞儀をおまけにつけておく。これで義理が果せるわけである。
　貰ふ方も、何を貰つたかわからずに礼を云ふのが本式なのださうである。兼好のいはゆる「ものくるる
友」の類ならまだいゝが、志も志によりけりで、勤め先の同僚にまで食つてもらはねばならぬほどの菓子
折をさげて来られ、これでもともとだと思はれては引合はぬ話もあらう。
　まつたくこれはどうかしたいものである。が、どうかするには、まづ進物に代るべき何ものかを用意し
てかゝらねばなるまい。それは何かと云へば、むづかしいことではない。お互に「言葉」で自分の気持を
伝へ合ふだけのことである。昔の日本人は恐らく、進物といふものに言葉には尽せぬ深い意味を象徴させ
てゐたのかも知れぬと思ふ。すると、時局は遂に忘れられた象徴の本来の姿をわれわれに思ひ出させるこ
とになるだらう。
　現代日本人は、まことに「感情」を、殊に「感謝の念」を言葉に現はすことのまづい、或はきらひな国
民だつたのである。
　国民の総親和がいよいよ暗黙のうちに行はれてゐる所以である 7。
岸田は、いくら戦時下で国民精神総動員の生活刷新が進められる中でも、進物を廃止することは難しいだろ
うと言っている。日本人は言葉で感情を伝えるより先に、まず進物にその心持を託すのだから、ということ
で、もしかすると昔の日本人は違っていたかも知れないのに、それがいつしか形骸化してしまったところに問
題があると言う。ここでの進物の贈答行為が果たして「不本意」なものかどうかはこの文章の中には書かれて
いないが、当時このような贈答が無駄とされ、形式的になっているから廃止しようという考えがあったのはわ
かる。これと似たような現象は今の日本社会でも見られ、形式ばかりの贈答行為を嫌がる人も多いと思う。逆
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に日本社会のどのような部分が形式ばかりの贈答を嫌うのか、そこに注目する必要性も感じる。
言葉でいえば済むことを、わざわざ物を用意するのは昔の人でも嫌だったのではなかろうか。そのような
「無駄」が、その「昔」よりもっと昔の時代には、何故大事にされていたのか。それが本当に単なる無駄遣い
に過ぎないものだったら、とっくに人類史から消滅してしまったに違いない。しかし、現にそうではない。日
本でも韓国でもそうではなく、気持ちを物に託して交わす行為を守ろうとする人々は依然としてたくさんい
る。現代社会の誰が、何故それを「無駄」だと言いたがるのか、そこにこそ分析に値する問題がある。「形式
ばかりの義理」の着地点もそのような問題意識と脈をともにしている。
最後にもうひとつ、寺田寅彦の「涼味数題」を見る。
　義理人情の着物を脱ぎ捨て、毀誉褒貶の圏外へ飛び出せばこの世は涼しいにちがいない。この点では禅
僧と収賄議員との間にもいくらか相通ずるものがあるかもしれない。
　いろいろなイズムも夏は暑苦しい。少なくも夏だけは「自由」の涼しさがほしいものである。「風流」
は心の風通しのよい自由さを意味する言葉で、また心の涼しさを現わす言葉である。南画などの涼味もま
たこの自由から生まれるであろう。
　風鈴の音の涼しさも、一つには風鈴が風に従って鳴る自由さから来る。あれが器械仕掛けでメトロノー
ムのようにきちょうめんに鳴るのではちっとも涼しくはないであろう。また、がむしゃらに打ちふるので
は号外屋の鈴か、ヒトラーの独裁政治のようなものになる。自由はわがままや自我の押し売りとはちが
う。自然と人間の方則に服従しつつ自然と人間を支配してこそほんとうの自由が得られるであろう。
　暑さがなければ涼しさはない。窮屈な羈絆きはんの暑さのない所には自由の涼しさもあるはずはない。
一日汗水たらして働いた後にのみ浴後の涼味の真諦しんたいが味わわれ、義理人情で苦しんだ人にのみ自
由の涼風が訪れるのである。
　涼味の話がつい暑苦しくなった 8。
　義理人情の着物を脱ぎ捨て、毀誉褒貶の外へ飛び出せば、この世は涼しいに違いないと言う。この点ではす
べての人間に相通ずるものがあるかもしれないとも言い、風流の話をする。寺田にとって風流とは、心の風通
しのよい自由さだそうであるが、自由さとは、単なるわがままや「自我の押し売り」とはちがうものだそうで
ある。暑さがなければ涼しさもないように、自由の涼風も義理人情で苦しんだ人にのみ訪れるものであると語
る。自由というのも、それのみでは成り立たず、暑苦しい制約があってこそ味わえるもので、そういう意味で
はそこでの制約にあたる義理のことも、ただ自由の反義語に過ぎないものではない、と読むこともできる。
前章の新聞記事を思い出す。ファンのおかげで野球選手としての生き方が成り立つものだから、引退をするか
しないかといった大事な報告はきちっとファンの前でするという意識があった。また、自分が仕事を得るきっ
かけとなってくれた相手のためには、忙しくても時間を調整して協力していた人もいた。そして、バレンタイ
ンデーに好きな異性に気持ちを伝える意味のチョコレートを、そういう意味とは関係ない人にも渡す「風習」
が、何故か消えない。
　すでに見たように、これらの行為は義理と関わっている。が、少なくともこういった場面での義理は、単な
る自由の反義語ではない。わざわざ面倒な行為をしてはいる。しかし、行為の主体が自発的に、気持ちを込め
てそれを行う限り、ただの「不自由」や「負い目」にはつながらないはずである。そしてここでいう「面倒な
行為」は、確かに金銭的・物質的利益にはつながらないが、損する行為でもない。それによって得られる喜び
や関係の深まりなどを考えれば、大切なものを得られるわけでもある。義理堅い行動をするのは不自由である
という一種の公式は、いつどこから現れ、広がったのだろうか。考え物である。
　辞書的定義で義理は、日韓ともに「人としての正しい道理」という意味になっている。が、人間関係、交際
関係とかかわる用例では、必ずしも同じ観念ではない。両国の歴史や社会構造の違いがあるからである。本稿
ではそれを具体的に扱うことができなかったので今後の課題にさせてもらいたいが、逆にそのような異なった
歴史や社会構造を有しながらも、いずれの社会も今日まで同じく義理というものを文化の中に含んできたとこ
ろにこそ、注目すべき点がある。
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　本稿が挙げた具体例のうち、韓国社会のそれは、利益と対峙する価値観念であった。交際が中断した人の安
否を気にしたり、友だちのために何かをしてあげたり、何かを分け合ったりすることと関連している。これに
対し、日本的な義理の場合はそのような、友だちとの関係で義理を意識する傾向は見られなかった。それより
は、自分の仕事が何をもとにして成り立っているかを意識したり、贈答行為で気持ちを伝えたりするものと関
わっている。いずれにおいても、「人を思う」という点では共通している。
　総じて日本でも韓国でも義理とは、自分だけを思わないことと密接に関連している。何を支えにして現在に
至り、生きて行くかという仕組みの本質とつながっていると言える。一人で生きない仕組みを基盤にしてつな
がる時、自分が何のおかげで命をつないでいるかを考え、忘れず、保って行く感覚が生まれるのである。これ
はいうなれば、恩の美化というよりは、恩の本質を知りながら生きることである。だから、利益を警戒して人
と分け合うことを大切にする時の義理は、あくまでも自発的なもので、単なるわがままと勘違いされる自由へ
の反義語ではない。
　3・11大震災の時に被災地を支援した人たちの中には、「前に助けてもらったから、今度は私たちが助ける
番」という声もあった。そこで両者をつないでいたのは、間違いなく助け合いの義理意識であった。その際に
義理という語が用いられなかったのは、逆にそれが社会に深く内在化していて、直接あらわさなくても通じ合
うようになっているからという理由が一つ、そして、何故かそのことばの「古風さ」を嫌悪する感覚が働い
た。
　2012年日本で選ばれた「今年の漢字」は「絆」であった。最近では「つながり」という言葉もよく耳にす
る。韓国では、グローバル経済の激しい波とともに、義理を守るべきか利益をとるべきかといった価値観の混
乱が続く。商業と社会の関係はますます密着していて、まるで社会全体が商業のために動くようにさえ感じ
る。その中で幸せと生き方の問題が一人歩きしていて、そこに義理の価値観念が見え隠れするのが今日のご時
勢である。
　世界経済に多大な影響力を及ぼすようになった中国とのビジネスでは、利益集団を囲んだ「関
グアンシー
係」という、
中国文化に特徴的な、利益集団を中心とする人間関係の文化がわからなければ、商売にならないと言われる。
義理という言葉は、遠い昔の中国から発信され、東アジアの国々に広がった。が、今の中国ではその言葉の意
味が、日本と韓国でのそれとはまったく違うと言う。これは、もちろん歴史学で扱うべき問題にも思えるが、
近現代史の中で東アジアの国々が歩んできた歴史とともに、それらの社会がどのように変化したか、または、
変化せざるを得なかったかという問題と不可分ではない。
　そういった意味でこの研究は、文献主義に基づいた実証的方法による部分と、目に見えない慣習としてのそ
れを、両方面から捉えて行く。そして日中韓三国はもちろん、台湾、沖縄、モンゴルをはじめ、朝鮮族や多様
な少数民族へも視野を広げ、東アジアにおける価値観念の多様な問題をより立体的でリアルに把握することを
目指して進む。そうすることによって、生身の人同士の相互理解を深めることに貢献できれば幸いと思い、続
けて声を発信して行きたい。
注
1　イ・カヌ『経済の春は自ずと訪れるものではない』、韓国経済新聞社、2011年 6月。訳─筆者。
2　ドラマ『人生は美しい』、SBS放送局、2010年 6月。訳─筆者。
3　『星の王子様、友だちと遊ぼう』、ウリ企画、2004年 6月。訳─筆者。
4　スポーツ報知、 2011年 11月 1日付。
5　NEWS ポストセブン、2012年 10月 31日付。
6　週刊東洋経済　第 6246号　2010年 2月 13日。
7　岸田國士「続言葉言葉言葉（その二）」『文芸』、1939年 8月。
8　寺田寅彦「涼味数題」『寺田寅彦随筆集』、1948年 5月。
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